
  

 

 

 

 

  冬の便りが聞かれるようになってきました。今年の

秋は慌ただしく過ぎていったように感じます。学校で

は，10 月の行事ラッシュを終え，生徒たちは気持ちを

切り替え，次第に落ち着いた生活に戻っています。教育

相談・進路相談や中間テストも終わり，いよいよ 3 年

生は最初の入試が近づいてきました。全国的に新型コロ

ナの感染者が急増しているので，インフルエンザと併せ

て心配です。さらに，感染予防を徹底していきたいと思います。 

 

   地域協議会開催。今年は地域未来会議も。 
11 月 25 日，地域協議会を行いました。市教委からの要請で自粛して

いましたが，人数を絞って開催しました。会長挨拶から始まり，授業参

観，学校の取組の説明の後，初めての試みとして，生徒と意見交換をす

る「地域未来会議」も行いました。今回は「自分たちが地域からどう見

られているかを知りたい」という生徒からの希望で，地域から見た生

徒の姿や今後の期待などについて，グループで意見を述べ合いました。

旭っ子は地域の宝です。生徒たちが地域の

思いに触れ，地域が生徒の声を聞くこと

は，地域や宇都宮市の未来にとって大切で

す。今後も開催したいと思います。 

フレーフレー 

 

委員の皆さんからは，こんな意見が… 
・生徒は，明るく礼儀正しい。・素直に話を聞いてくれる。 

・にこやかにあいさつしてくれる。・自分の意見が言える。 

・様々な人とコミュニケーションが図れる。 

・登下校で車道にはみ出すなど危ない場面がある。 

・みんなに合わせてあまり自分を出せていないのでは。 

・小学生の頃のように地域行事に参加してほしい。 

・地域の助け合いには中学生の力が必要。(お年寄りへ手紙

を書くなど) 

・地域にやってほしいことを提案してはどうか。等々 

早朝の校庭。影が長くなりました。 

玄関付近の花壇。 

環境委員と PTA 環境部で植えました。 

正門南側道路沿いの花壇。 

スクールサポートスタッフの皆さんが植えました。 

《生徒の指標》【旭中学校生徒の誓い】 
「世界の旭中学校 私がそれを代表する」   旭中生徒会 

１．私たちは，心をこめてあいさつをします。 

２．私たちは，時間を守り，自ら学習に励みます。 

３．私たちは，他人の気持ちを尊重し，助け合います。 

４．私たちは，進んで働きます。 

５．私たちは，社会生活のルールを守ります。 



 

〇 既にお知らせしましたが，12 月 26 日（土）と 1 月 7 日（木）を授業日， 12 月 27

日（日）～1 月 6 日（水）を冬休みとします。また，12 月 28 日（月）は 26 日（土）の

代休となります。よろしくお願いします。 

〇 寒さが厳しくなり，コロナに加えインフルエンザも心配な時期です。体調不良などにより保健室 

 で休む生徒も増え，保健室での感染が心配です。症状が軽くても感染初期の可能性がありますので， 

 早退してご家庭で様子を見ていただくことも増えると思いますが，どうぞよろしくお願いします。 

 

校内で道徳の授業を研修しました。 
  11 月 11 日，市の教育委員会から和田指導主事を講師 

に招いて，校内研修を行いました。1 年 4 組の生徒たち 

に残ってもらい，担任の石本教諭が道徳の授業を行いま 

した。その授業をもとに，教員が６グループに分かれて 

じっくりと協議しました。講師の先生からは，よく練られた指導計画で， 

生徒たちの発言も素晴らしかっ 

たと高い評価をいただき，今後 

の研究の方向性についての助言 

もあり，充実した研修になりま 

した。 

簗瀬小で元気にあいさつ。 
  11 月 16 日，生徒会が中心となり，簗瀬小学校であいさつ 

運動を行いました。毎年，旭地域学校園の３小学校でそれぞれ 

実施しています。例年，簗瀬小では生徒会があいさつ集会に参 

加する形で行っていましたが，コロナ禍の今年は，昇降口の前 

で行いました。小学生の代表と一緒に，早朝から元気にあいさ 

つをしてきました。気持ちのいい朝になったと思います。 

今後，中央小や城東小でも実施していきます。 

福島から来てくださいました。 
  11 月 12 日，3 年生が修学旅行で宿泊する予定だった山水荘の課長さんが，福島か 

ら来てくださいました。前回の学校だよりでお伝えしましたが，3 年生が修学旅行を翌 

週に控えていたとき，山水荘では従業員の方がコロナに感染し，しばらくの間，休館と 

なることが決まりました。どうなることかと思いましたが，JTB が代わりのホテルを探 

してくださり，事なきを得ました。 

その後，実行委員会が呼びかけ，3 学年全員で黄ぶなの折り紙を折り，シトラスリボ 

ンを付けて山水荘に送りました。休館中の旅館には，課長さんしかいなかったそうです 

が，修学旅行は中止になったと思い，申し訳ない気持ちでいたところに旭中からの郵便 

が届き大変驚いたそうです。実行委員長からの手紙には，無事に修学旅行を終えたこと 

や旅館を心配して激励する言葉など，課長さんが想像していたこととは正反対の内容が 

                                書かれていて，一人で手紙を読みながら涙が溢れてきたとお話     

                                しくださいました。すぐに本校のホームページで修学旅行の実 

                                施を確認したり，黄ぶなの話を調べたりしたそうです。7 日に 

                                旅館が再開できたため，お忙しい中，おかみさんからの手紙を 

                                預かり，わざわざ車で来てくださったということでした。 

途中から実行委員長の上野さんと副委員長の堀田君も加わ

り，それぞれあいさつの言葉を述べました。課長さんも申し訳

なかった，ありがとうと涙混じりにおっしゃって，校長室に温

かい時間が流れました。 

ちょっといい話がありました。 

左から 2 番目が課長さん 


